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嶢轟騙二二關スル實験的並ビニ臨床的研究

第2報「ブトラン」及ビ「ベンチP…n・ルアルコール」ノ効力

比較・並ビニご種藥剤併用二於ケル相乗作用二割テ

金澤三二大山小見科學教室（主任泉教授）

讐學士 舘   孔
      1〈bsb Tac／ii

（昭和16年7月17日受附）

内 容 抄 録

 無二騙三島トシテ近來推賞サレテヰル「ブトラン」ト

「ベソテールアルコール」トノ効力ヲ比較研究セン’ト

シ，實瞼材料トシテ蛆蝋及ビ患者排泄成熟蠕掻ヲ使用

シ，其ノ効力略ボ大差ナキヲ知り，併セテ2種藥剃ノ

相乗作用ヲ知ラソbシテ之等2劃ヲ海入草煎液ト配シ

テ實験シ，豫想ニー致シテ効力ノ増強スルヲ詔メ，騙

一二當リテハ須ク作用1ノ異ル2種以上ノ藥物ノ併用

コソ望マシキモノナル事ヲ述べタ，
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第1章緒

 余ハ第一報二於テ嶢轟駆除藥殊二注腸二言ス

ルー藥齊旺十二種＝t就テ其ノ効力ヲ比較セントシ

テ，實験材料トシテ虹矧ヲ使用シ次ノ如キ成績

ヲ得タ．帥チ食酢及ビ「ブ1・ラン」ハ比較的優秀

ニシテ，殊二「ブトラン」ハ前者二比シテ優ルト

モ劣ラヌ効力ガアリ，次二「チモスト＝ン」「オ

キシウリン」酷酸馨土等之二次ギ，「サントニ

言

ン」ハ海人草及ビ其ノ製剤タル「マクニン」「アン

テニン」等二比シテヤ・優ルモ左程ノ効果ナキ

ヲ報告シタ．

 本報＝於テ一更二上記藥齊1ノ中主トシテ「ブ

トラン」ノ効力並ビニニ種藥剤ノ協同作用ノ如

何ヲ知ラントシテ第；一一一・91Rト殆ボ同様ノ實験ヲ行

ツタ．

［ 30 ］
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第2章

     第1節實験材料
 實験材料トシテハ主トシテ第1報ノ如ク蛭矧ヲ用ヒ

タ．爾一部二野テハ患者排便時ノ嶢轟ヲ直接使用シ

タ．蛆蜴1ガ騙轟劃ノ効力判定二使用サレタ起原ハ明ラ

カデナイガ，So11mann（2）氏ハ騙轟剤ノ効力槍定職ハ

蛎矧が最モ好都合デ，スベテノ駆轟潮ハ野外二封シ毒

性ガアルト述べテヰル．Straub（3）ヤTrendelenburg

（4）氏等モ蛆矧ヲ實験二使用シテヰル．

 周知ノ如ク寄生轟騙除ノ試験成績判定ハ甚ダ難事ニ

シテ，理論的ニハ直接入盤二使用シソノ効果ノ統計學

的微単二依ルノが尤モ妥當ト考ヘラレルガ，燃シ乍ラ

個膣ニヨル相違ヲ考慮口入レネバナラヌカラ實験材

料トシテ莫大ナ入撒ヲ要スルデアラウ．從ツテ余ハ

Sollmann氏等ノ如ク主トシテ蛎矧ヲ用ヒタ．之ヲ用

フル時ハ比較的個墨差ヲ考慮スル必要ガナイト思ハレ

タカラデアル．

 虹蛎1ハ種名ハサダカデナイが薦ハAlloloboPhoraト

イフ名馬シテ，本郷三二於テハ大星2－39前後ノモ

ノヲ使用シタ．尚季節的影響ヲ避ケル爲二出陣ル丈短

時間（5月下旬ヨリ6月上旬）二本實験ヲ行ツタ．

 又上記ノ如ク一部二成熟嶢錨ヲ直接實瞼二男シタ．

之ハ患者ニシテ未ダ何等騙轟劃ヲ輿ヘテナイモノが排

便時，便1・共二排泄スルノヲ早速「リンゲル氏液（38co）

二採集シ，難路用意シタル母国剤ノ溶液及ビ煎単二投

ジ，蛆矧ト同檬ニソノ死二至ル迄ノ時間ヲ測定シタノ

デアル．

 騙二二醐トシテハ前述シタ檬二四トシテ「ブトラソ」

ヲ使用シタ．「ブトラン」ハ周知ノ如ク：Pa rao xyphe nyl－

methan／Carbamins蕊ure／Esterニシテ自色門門，

無臭，水二野溶ノ結昌ニシテ，有効成分ハソノ分解ニ

ヨツテ生ズル：Paraoxyphenylmethan（od・Parabenzyl－

phenol）デアルト町触レテヰル．余ハ「ブトラソ」ノ外

二直接此ノ分解産物デアルParabenzylphenol二就テ

ノ効力ヲ研究セソトシタが時局柄該製品ノ入手困難ナ
  じル三階ムナク之二代フルニ類似ノ「ベンテールアルコ

ール（：Benzylalkohol）ヲ使用シタ．［1．「ブトラソ」トノ

効力ノ比較ヲ試ミタ．

     第2節實験方法：
 第1報ト全ク同ジク，自ロチ試験藥劃ノ溶液或ハ煎液

100ccヲピーカーニトリ38。Cノ恒温槽中二入レ，之

ノ中二虹矧及ビ饒轟ヲ投入シ死二至ル迄ノ時闘ヲ出來

ル丈正確二「ストップウォッチ」ヲ用ヒテ測定シタ．

     第3節實験成績：
 〔1〕 「ブトラン」ト「ベンテールアルコール」

  トノ効力比較試験成績．

  i）一門材料（庭匠1矧）

   〔A〕 1％溶液：：

    a）ブトラソ

回 数
死ヌ迄ノ時間

李 均

1 3！30”

2 6！

5！30”
3 7！

4 5！30”

b） ベソテールアルコール

  1

  2

  3

1＝

4i

6i

gt

7i

6i30t／

〔B〕 0．5％；t容液 ：

a’ jブトラソ

1

2

3

4

5

5i30t／

5i30t！

7i

7i

gi

6i48，1

b！）ベンテールアルコール

E

1

2

3

4

5

8i30t1

8i40，！

8i

6i301／

10i

8i20r！

〔C〕0．1％溶液：

a”）ブトラン

1

2

3

4

5

13i

lei301／

11i

12i

lli

11i30t／

［ 31 ］
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b”）ベソテールアルコール

1

2

3

4

5

16i

18i

2．P．！

17i

20i

18！36t！

 ii）實験材料（嶢轟）

各1％溶液

  a）ブトラン

11／30”

10i20i／

8i3011

8i45il

b） 1％ベンテールアルコール加10％

  海下草煎液

1

2

3

4

5

41

4130t1

4i30t／

5／201／

4i30t／

4134r／

ii）實験材料（嶢轟）

  1％ブトラソ加10％海入草煎液

1

2

3

4

9146tl

b）ベンチ一層ルアルコール

15t

gilOi1

17i

1

2

3

4

3i4011

6／0

5／30”

6iO

1

2

3

13i4311

c）難関水（封照）

1

2

3

4

45i

47／

35i

130ノ

5i181／

39i151！

〔2〕二種藥剤ノ協同作用試験成績：

 i） 一三材料（蛭i矧）

  a） 1％ブトラソ加10％海国同趣液

回 激

1

2

3

4

5

死ヌ迄
ノ時聞

3i

4i

4i

si

51

4s均

4i1211

 上記實験二於テ，「ブトラン」ト「ベンテール

アルコール」トノ蛙矧二劃スル態度ガイサ・ヵ

相違ズル事ヲ知ツタ．印チ前者ハ蛙矧ヲ液中二

投ズルや轄撰反則スルモ約30秒程シテ弧直ヲ起

シ，以後ハ僅カニ頭部ヲ動カスノミニシテ闇モ

ナク死ヌノニ反シ，後者デハ弛綾性麻痺ヲ呈

シ，投入二丁1分三韓嬢反側スルモ，直チ＝．筋

肉が弛綾シクニヤク＝一ヤトナル，所謂ノビテ仕

舞ツタトイフ形ヲ呈スル．

第3章総括及ビ考按：
1

 以上ノ成績ニヨツテ，我々ハ「ブトラン」ハ明

カニ偉大ナル駆贔作用アル事ヲ知ツタガ，同時

二之ノ有効成分ナラント云バレル．Parabenzyl－

phenolト類似ノ：Benzylalkoho1モ亦「ブトラン」

二比シ大差ナキ効力ヲ有スル藥剤ナル事ヲ知ツ

タ．但シ0．1％溶液二於テハ可成リノ差ヲ認ム

ルガ，之レ恐ラク「ブトラン」ノ高溶三二原因ス

ルモノデ稀繹二比例シテ溶解度二左程ノ相違ヲ

．來サザルニヨルモノデアラウ．

 赤木教授（5）ノ「ベンチールアルコ ・一ル」ノVウ

【32コ
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スノ嶢轟（Oxyuris tetraptera）二巴スル二三成績

ハ下記ノ如クデアル．

 i） 1％ベンチt一’ルアルコール水溶液中ヂハ

  4分30秒デ死シ

 ii） 0．5％同水溶液デハ11分

 iii）野性トシテノ蒸鯉水中ヂハ19分デ死ヌ．

  叉生理的食盤水ヲ用ヒテ

 i） 1％ベンチールアルコt・一・ル生理的食盤水

  中デハ4分30秒デ死シ，

 ii）0．5％同溶液デハ23分

 iii）封照トシテノ生理的食下水ダケデハ4

  時間後モ猫活濃二運動ス．

 叉Macht（6）氏ハ「ベンテールアルコール」及

ビ同エステル」ノ騙轟作用ノ研究二於テ，「ベン

テールアルコール」ガ最モ強力ナル騙轟作用ヲ

有スル事ヲ報告シテヰル．参考迄二同氏ノ蛙矧

ヲ實験材料トシテノ成績ヲ學ゲレバ「ベンチt一・一・

ルァルコe・一・ル」デハ

 1） 1％水溶液ヂハ5分ニテ死シ

 ii）0．5％水溶液デハ10分ニテ死スト．

 今上十二氏ノ成績ト余ノ實験成績トヲ比較ス

ル＝，蛭三二勤スル成績ハ大鵠Macht氏トー

致ス．師チ簡二二表記スレバ下ノ如クデアル．

ベソテールアルコール Macht氏 館

6／30”

8／2011

1O％海人草煎液二二ヘテ其ノ成績ヲ槍ベタ所ユ

何レモ多少乍ラモ相乗作用ノアル事ヲ知ツタ．

 イ）二二材料（回虫引）

 a）ブトラン

1％ブトラン溶液

10％海入草鹿液

1％ブトラン加海下草煎液

5i30，！

15iO

4i121／

b） ベンテールアルコール

1％ベンテールアルコール

10％喜入草母液

1％べ・ア加海忘草血液

6i30t／

15iO

4i341／

ロ）實験材料（嶢1轟）

1％水溶液
0．5％7Sく2容液

5／

lot

1％ブ1・ラン

1％ブトラン加海人草煎液

9／46il

si18i！

 叉門門二封スル丁丁成績デハ赤木教授ノモノ

トヤ・時間的二相違スルガ，之ハ實験材料ノ差

異（赤木氏ハOxyuris tetrapteraヲ使用シ，余ハ

OxyulAis vermicularisヲ使用ス．）二丁ルノデハ

ナイカト思フ．而シテー般二三轟ハ虫匠蝋二比シ

テ暦仁藥剤二三スル抵抗が大ナル様二思フ．

 叉「ブトラン」ト「ベンテールアルコール」トノ

虹蛆二野スル作用機轄ハ異ナルモノ・如ク，前

者ハ強直性麻痺ヲ起スモ，後者ハ反“Si ＝一弛綾性

麻痺ヲ呈スル．

 次二二種藥剤ノ協同作用ヲ試験セントシテ，

「ブトラン」及ビ「ベンチールアルコt一一ル」ヲ各々

 抑々藥剤ノ効力ハソノ丸物學的作用勲ヲ異ニ

スルモノヲ併用スル時日，其ノ相乗作用ニヨツ

テ加算以上ノ効果ヲ呈スル事ハ畠物學上ノ原則

デアル．從ツテニ種藥剤ノ併用療法ハ廣ク各種：

療法二於テ試ミラレ推賞サレルトコロデアル．

古謡寄生錨騙除二關シテモ亦二三併用療法が試

ミラレ卓効ガアルト報告サレテヰルノハ蓋シ當

然ノ理ヂアラウ．之二關シテハ武藏，佐々木（7）

爾氏ノ三三報告ガアル．同氏等ハ蠣出島除ニア

タリ「サント＝ン」二海人草及ビ其ノ製剤タル

「アンテニン」「ヂゲニン」等ヲ配合セルモノハ，

何レモ之等ノモノヲ軍三二用ヒタル場合二比シ

優秀ナル成績ヲ示セリ．蓋シ這般ノ關係ハ眞二

興味アル事項ニシテ，是等二藥ハ蕾二合加作用

（Addition）二止ラズシテ所謂・累積作用（Potenti－

erung）ヲ呈シ，駆轟作用ヲシテ著シク弧大ナラ

シムルモノナラント．

 叉先年小見二二愈二於テ岩川教授（8）ハ次ノ檬

二述べテオラVル．「サントニン」ト海人草トイ

フ風二藥物干上ノ性質が異ツテヰテ，而カモ騙

巌作用が共通ヂアルト云フヤウナ物ヲ比較的少

量ヅ・併用スル事が協力的二作用スルカラ有効

デ且副作用が少イモノト思フト．カ・ル事ハ

嶢錨駆除二丁シテモ當然適用サレル事ニシテ

Albert DiDgmann（9）氏モ二二二二二二ツテ軍一

［ 33 ］
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藥剤デハ効果ハ期待シ難イト述べテヰル・

 カ、ル黒占カラ我々ハ嶢轟騙除ユ際シ，内服ノ、

勿論注腸療法二於テニ種以上ノ作用黙ノ違ツタ

藥剤ヲ併用スル事ハ最モ合理的ニシテ，望マシ

・fモノト信ズル次第デアル．

第4章 結 論

 1）「ブトラン」及ビ之ノ有効成分二類似ノ

「ベンチt・一・一ルアルコール」トノ効力比較試験二丁

テ「ベンチPtルアルコール」ハヤ・劣ルモ殆ンド

大差ナキヲ知ツタ．

 但シ0．1％溶液二於テハ可成ノ差ヲ認ム．

 II）「ブトラン」ト「ベンチールアルコt一一ル」ト

ノ蛭蛆二封スル作用沁沁ハ異り，前者ハ強直性

麻痺ヲ呈スルニ反シ，後者ハ弛緩性麻痺ヲ呈

ス．

 III）二種騙轟剤ノ相乗作用ヲ研究セントシ

テ「ブトラン」及ビ「ベンチールァルコPtル」ト海

人草煎液トヲ併用シタル＝，ソノ効果が豫期ニ

ー致シテ之等ヲ軍猫二使用シダル場合ヨリモ優

秀ナル効力ヲ呈スル事ヲ知ツタ．

 二二各種：駆轟剤ノ相互作用二三シテハ次ノ機

會二研究シ嚢表シタイト思フ．

 細筆i二品ミ終始御懇切ナル御指導ト，御銘説ノ螢ヲ

三略リタル恩師泉敢授二深甚ノ謝意ヲ表ス．
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